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1．教育実習とは

　教育実習とは教育職員免許法施行規則第6条の規定に

基づき，教職につく学生が学校教育の場において大学で

学んだ知識や理論を活かし，実地経験をするための実習

である。授業観察に加えて授業を行い．実習日誌を記録

することが求められる（白畑他，2009）。

　土屋・広野（2㎜）は，中学・高校の英語免許状取得

のための具体的な目標として，（1）学校全体の教育活動

の理解，（2）教科指導の実践，（3）教員の職務の理解，

（4）教員適性についての自己理解の深化．の4つ挙げ．

このなかで（2）が最重要の目標であるとしている。

　実習の期間は，中学校では原則として3週間，高等学

校は原則として2週間であるが，この期間の短さが教育

実習の問題点として挙げられることが圧倒的に多い（金

谷編，1995）が，その一方で，マイクロティーチングの

手法による教授スキルの訓練が大学生を生徒役として

十分にできているならば，中学生・高校生を相手にし

た実習は2週間で十分だとする立場もある（小川他編，

1982）。

　現行システム下での教育実習期間の長さが十分である

にしてもないにしても，中学生・高校生の現実の授業時

間を使って行う実習には，学生の立場としては最大限の

準備をして臨むべきものである。そして大学の教職課程

指導教員の立場としては，できる限りの事前指導と事後

指導を行うことはもちろん，それに加えて，可能な限り

実習期間中の訪問指導を行うことが望ましいと言えよう。

2．本学科における教育実習訪問指導

　大東文化大学外国語学部英語学科では例年25～30名ほ

どの学生が中学あるいは高校で英語の教育実習を4年次

に行っている。それは実習生にとって自分たちが学んで

きたことを学校現場で実践し，教職に対する理解をさら

に深める機会であると同時に，彼らを2年次から「英語

教育学概論」「教科教育法（英語）」等で指導してきた筆

者らにとって，自分たちの2年間にわたる努力の成果が

試される試金石でもある。

　このため教育実習が集中して行われる5月下旬から6

月にかけて筆者らは手分けして可能な限り多くの実習生

のもとを訪れ，許可が得られる場合には録画もしながら

授業を観察し，授業後には実習生に対して見たばかりの

授業に関するコメントし具体的な改善提案を行なう，と

いう訪問指導を行っている。2017年度は，筆者ら2名で

あわせて10名の実習生のもとを訪れた。本報告ではその

なかの1名に対して行った訪問指導の効果を具体的に検

証する。

3．本報告のケース

　分析の対象としたケースの詳細は以下の通りである。

実習生：英語学科4年生

実習校：非首都圏の公立中学校

実習クラス：中学1年生（男子11名，女子8名）

教科書：New　Horizon　English　Course　1（東京書籍）
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　データ収集の手順：

（1）「指導前授業」：訪問当日．1時間の授業を観察・録

　　画し，授業終了直後に筆者ら2名から学生本人に対

　　して評価および改善提案を行った。この授業を「指

　　導前授業」とする。

（2）「指導後授業」：筆者らが帰った一週間後．実習生が

　　再び同じ教材範囲で授業を行い，それを自らが固定

　　カメラで録画したものを実習終了後，大学に持ち

　　帰った。その録画を筆者ら2名と実習生で視聴した。

　　この授業を「指導後授業」とする。

　以下で指導前授業と指導後授業の詳細を紙上に再現す

る。読みやすさのために，授業内の局面ごとに筆者らの

視点からのコメントを加える，という構成とする。

4．指導前授業

　指導案上の「本時のねらい」：（1）一般動詞（like，

stUdy，　play）を理解することができる。（2）一般動詞

（like，　study，　play）を用いて表現することができる。

4．1　冒頭のあいさつ（00：00－Ol：00約1分間）

　「はいStand　up！Good　morning，　everyone．　How　are

you　today？（rm　okay．　And　you，　Miss　XXX？）Fine．

thank　you．　How’s　the　weather　today？（Sunny．）Sunny．

It’s　sunny．　Repeat　after　me，　It’s　sumy．（lt’s　sunny．）

Okay．　What　day　is　it　today？（Friday．と口々に）みん

な声そろえていくよ，せ～の1（Friday．）Okay，　What

date　is　it　today？（June，16th．）日にち小っちゃい，もっ

と大きな声で，せ～の1（Jume　shixteenth．）Okay．　thit

down　please．」

口評価できる点

・教員の声の表情は十分に力強くかつ明るい。中1を

指導するときのポイントとなるfineの／£／，　thankの／θ／，

repeatの／r／などの分節音の発音は適切である。生

徒から大きな声で発話を引き出そうという働きかけは，

「せ～の」などの言語的手段とともに，手のひらを上に

向けて相手に手を差し出し自分のほうに手招きする，な

どの非言語的手段によってもなされている。

■問題点と考察

　How’s　the　weather？と言っているつもりがtheに気

をとられるあまり，直前の／z／が発音できず，How　the

weather？になった。多くの生徒が16thを，　shixteenth

と発音したのを聞き逃した，あるいは無視した。また緊

張のためか，sitをthitと発音してしまった。

4．2　ウォームアップ：スペリング想起ゲーム（01：

　　　00－21：00　約20分間）

　生徒は3つの班に分けられる。生徒は手元の教科書を

見て，既習の単語の意味と綴りを各自確認する。各班か

らひとりずつ何も持たずに教卓に行き，各班用のカード

に書いてある日本語にあたる英単語をそれぞれ黒板に書

く。3つの班はすべて異なる語が指定されている。自分

に指定された単語を黒板に書いたら席にもどり．次の生

徒が出てゆく。5分間でいくつ単語を書けるか，という

班ごとの競争の要素もある。

　たとえば1班用は「私の」．2班用は「友だち」，3班

用は「みんな」が指定されており，その和訳に対応する

英単語を黒板に書く，というゲームである。つまり，既

習の単語に関して，和訳から綴りを思い出して正しく書

ける数を，班で競う，というものだ。

　5分経過したところで打ち切り，教師が答えをひとつ

ひとつ．確認していく。教師が「これ合ってる？教科書

で確認してごらん」などと言い，生徒が「合ってる」あ

るいは「合ってない。○○が足りない」などと答える。

教師が赤で綴りを訂正し，最後に班ごとの得点を集計し，

「きょうの優勝は1班です1イェ～イ1」と言って拍手

を促した。

口評価できる点

　生徒とやり取りをしながら雰囲気を盛り上げようと努

力している。

■問題点および考察

　教師側に「綴りは目でよく見て暗記する」といういわ

ば視覚偏重暗記主義的，音声度外視的な姿勢が感じられ，

「ある単語は，○○という音だから，それを表す○○と

いう綴りになる」という意識が欠如している。そのこと

を象徴的に示す事実として，この活動中，生徒は一切単

語を発音しない。また教師も正解を発音する際綴りと

音の対応関係に注意喚起しようという姿勢は見られない。

　生徒はかなり苦しみ，「友だち」に対してfrend，「私

の」に対してMi．「彼女は」に対してshe’s，「みんな」

に対してevriyoneという解答がでた。これらの誤答に

対して教師は単に正答であるfriend　1，　she，　everyoneと

のスペリング上の異同を指摘するのみであった。

　一概に「スペリングミス」として切り捨てられがちな

現象にも，（1）当該の語の音を正確に覚えており，その

音を英語として表すそれなりのスペリングを創出する能

力もあるが，そのスペリングがたまたま現実と違う場合，

と（2）当該の音をきちんと捉えていないために起こる

でたらめなスペリングミス，の2種類がある。教師は目

128



教育実習訪問指導による英語授業改善の検証

の前の「スペリングミス」がこのうちのどちらなのかを

見極め，それぞれ適切に対処する必要がある。

　まずfrend．　evriyoneは，正解の音を100％表すという

意味でそれなりに「正しい」綴りである。教師は生徒に

対してまずそのことを認めて褒めたうえで，friendに関

しては例外的にieで［e］の音を表すのでiが必要であっ

たこと．everyoneに関しては，　vの後には音声的には

母音はないが綴りではeが入ること，iとyは表す音が

同一で，この場合はyだけでよいこと．を説明すべき

であった。またそのような説明を，適宜それぞれの文字

に対応する音を発音しながら行うべきであった。

　Miに対しては当該の生徒に，それを［mi：】として書

いたのか，【mα1】として書いたのかを確かめてから対処

すべきであった。後者であったなら，すくなくとも文字

と音の対応関係は適切に理解しているはずである。

　「彼女は」のshe’sに関しては別の視点が必要である。

そもそもsheに当たる日本語が「彼女」なのか「彼女

は」なのかは微妙な問題である。日本語が助詞によって

主語を明示するところを．英語は語順に頼っているとい

う部分もあるのであり．she　isを「彼女は」と捉えるの’

を一概に誤りとはいえない。そもそも英語と日本が一対

一対応の関係にないことからくるずれなのであって，こ

のタスクの形式自体の限界を感じるべきであろう。

　いずれにせよ．このタスクの最大のかつ根本的な問題

点は英単語のスペリングの正誤の視覚的な確認に終始し

てしまったことである。せめて，最終的に答え合わせが

終わったあと，教師が綴りの該当箇所を指し示しながら，

ゆっくりはっきり発音し，生徒にも綴りと音の対応を意

識しながらリピートさせるtという仕上げは不可欠だっ

たはずだ。

　この「ウォームアップ」に20分を使ってしまったのは，

決定的にバランスを欠いた。

4．3　次の活動の準備（21：00－24：20約3分間）

　「先生，準備をするので待っていてください。でき

なかった単語，確認しておいてください，今の時間に。

ノートとか見て，単語覚えておいてください。」と言っ

てから，黒板を消し，教卓を移動し．パソコンの操作を

始め，指導教員の手を借りてスクリーンを黒板に張り，

プロジェクターを立ち上げた。

口評価できる点

生徒が暇にならないよう．空白の時間が生じることを

見越して，口頭でタスクを指示したことは適当である。

■問題点と考察

　この空白の時間を生じさせたこと自体が避けられるこ

とである。このいわば場面転換に実に4分近くを費やし

ている。ポータブルスクリーンはあらかじめ貼ってお

き．残りのスペースで上の「ウォームアップ」をするオ

プションもあったはずである。そのスペースで不足なら

ばそのスペースで可能な活動をウォームアップに持って

くることも可能だった。またいずれにしてもプロジェク

ターはあらかじめ立ち上げておくなどして無駄な時間の

短縮を図るべきであった。

4．4　新出文法事項の導入としての教師の自己紹介

　　　（24：20－28：40約4分間）

　「先生，ちょっと自己紹介をしたいと思いますので，

こっち（といってスクリーンを指す）見ててください。

教科書開かなくていいよ。こっち見てて。」

　関連する画像をパワーポイントで黒板に貼ったスク

リーンに投影しながら，教師がHi1　My　name　is　XXXX

XXXX．　1　like　English　1　study　it　every　day．　1　like　music，

t∞．1　play　the　piano　every　moming．という自己紹介を

する。1回終わった後，「もう一回聞く？もう一回聞

きたいよね，ちょっと先生も間違えちゃった」と言い．

もう一度繰り返す。その後，「OK？大丈夫？じゃあ

ちょっとむつかしいんだけど，何て言ってたかなあ，と

いうのをちょっと周りの人と話してみて。」（生徒が約1

分間話している。）グループ毎にわかったことをひとつ

言わせる。「私は○○です。」「ピアノができる」と生徒

が言ったのに対して，「できる」に対して反応し，「ピァ

ノができる，ピアノができる」と繰り返す。別のグルー

プが「毎朝ピアノを弾いてる」と言ったのに対し，「両

方ピアノって言ってるけど．こっちは「できる」でこっ

ちは「弾ける』だよね。」と反応する。

口評価できる点

　自己紹介の時の口調も表情も十分に明るい。いい加減

になりがちな．play，　Englishなどの／1／も含めて．分

節音はモデルとするにふさわしく．正確である。

■問題点

　視線はほとんど手元で操作するラップトップ．あるい

はスクリーンにあり，生徒のほうはほとんど見ない。ま

た文ストレスが不自然な箇所があった。この文脈でのI

study　it　every　day．の文は，　i　STUDy　it　EVEry　DAY．

という強勢になるべきだが，なぜかitを強調してI

STUDy　IT…という不適切なモデルを提示した。

　またせっかく用意した口頭導入をたったの2回聞かせ
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ただけでt日本語による「何を言ったか考えてみよう」

という討論に持って行ったのは大変に惜しかった。そも

そも，自己紹介の時に生徒の顔を見ながら話していれば．

どの程度分かっているか，分かっていないかは見当がつ

くはずである。そしてほとんどの生徒の顔が満足する，

すなわち理解が保証されるまで，これでもか．と英語を

勉強するジェスチャーとか，ピアノを弾くジェスチャー

とか，「好きだ」というジェスチャーなども交えて．何

度でもこの英語の自己紹介を繰り返すべきであった。C

Dではなく肉声でやっていることの利点を生かして，必

要な箇所だけを必要な回数だけ何度でも繰り返すべきで

あった。そうすれば英語音声に触れる回数も増え，英語

は英語で理解する，という理想に一歩近づいたはずであ

る。

　また生徒の理解の質を「日本語訳ができているか」と

いう視点で見ているのがわかる。ピアノが「できる」と

ピアノが「弾ける」の差にこだわっているのがその証拠

である。言うまでもなくピアノが「できる」とピアノが

「弾ける」の意味は同一である。日本語表現としての巧

拙さにこだわってしまい．英語の意味を分からせるとい

う本来の目標をやや見失っている。

4．5　自己紹介スクリプトの提示と解説（28：40－

　　　36：40約8分間）

　「先生，こんな風に言っていました。」と言って，スク

リプトをスクリーンに投影する。スクリプトは中央揃え

である。

Hi1　My　name　is　XXXX　XXXX．

　　　　Ilike　English．

　　Istudy　it　every　day．

　　　1　like　music，　too．

1　play　the　piano　every　morning．

　投影した英文に部分的に下線を引きながら，概ね以下

のような「訳読」を日本語で始める。

　「isはbe動詞（ナニナニです）です。でも「～です」で．

すべて話せると思う？むつかしいよね。もう一つあっ

て，きょうはまず3つ覚えてください。like＝好きです。

stUdy＝勉強する。　it＝それを，つまりEnglishのこと

です（と言ってitからEnglishに矢印を引く）。　too覚

えてるかな。＝ナニナニも。play＝できる，なのかな。

ピアノを弾く，なのかな。教科書の後ろでplay調べて

みて。出てきた？ナニナニを演奏する。『私はピアノを

演奏します。」everyってどういう意味だと思う？ちょっ

と後ろで調べてみて。そうr毎』。dayってなに？「日』。

だからevery　dayで，毎日になります。　every　morning

で毎朝。最後の文はOO（注：生徒の名）のチームの訳

し方のほうがあたりです。」

口評価できる点

　声質が良く，堂々と説明している。

■問題点

　まずスクリプトを中央揃えにしたこと，かつ1文ご

とに改行したのはまずかった。中央揃えは［格好良さ」，

1文ずつの改行は「見やすさ」を狙ってのことだと思わ

れる。しかし．中学1年は英語の入門期であり，基本的

な正書法，表記法を学習するべき時期だと考えると，い

ずれも不適当である。文は左揃えで提示し．スペースの

右端までいって初めて改行をする，と言う標準的な形を

示すべきであった。

　またスクリプトを出した時点で，なによりも先にまず

すべきだったのは，スクリプトを指し示しながら再度，

自己紹介をすることである。それによってそれまで聴覚

的な音声インプットだけだったものが，視覚的な文字イ

ンプットと統合されることになったはずだ。しかしそれ

をせず，いきなりbe動詞に関する文法説明に入ってし

まった。ここにも，教師の姿勢として相対的な音声軽視

が感じ取れる。

　文法説明もまさに伝統的な文法訳読法のテイストのも

ので，文法用語を提示して説明し，最終的に適切な日本

語訳に到達することを目標とした，まるで学習塾のよう

な解説である。そのことを象徴するのが「最後の文は

OOのチームの訳し方のほうがあたりです」という表現

である。教師としての関心が「英文の意味を理解させ

ること」ではなく，正しい「訳し方」に到達させること，

にあったことがわかる。

　英語は英語で教えることを基本とする，という方針

に沿って試みるならば，1±EngHsh　I迦ヱEnglish

I　p1lgi1　the　piano．の下線部の動詞に対してそれぞれ，両

手でハートを作りながら満面の笑顔を作る，ペンで何か

を書いたり辞書を引いたりするジェスチャーをする．両

手で鍵盤をたたくジェスチャーをする，ことで意味をア

ピールすることなどが可能だったはずで，それで十分な

程度に意味の推測が可能だったはずである。

　またこの自己紹介の談話構造に対する注意を喚起する

こともできた。パワーポイントの特性を生かし，第1段

階では，
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Hil　My　name　is　XXXX　XXXX

Ilike　English．

1　like　music，　too．

という提示をして，名前，好きなもの1，好きなもの2，

という骨組みを見せ，第2段階として

Hil　My　narne　is　XXXX　XXXX．

Ilike　EngHslL　I　study　it　every　day．

1　like　music，　too．1　play　the　piano　every　moming．

という，好きなもの1＋補足説明，好きなもの2＋補足’

説明，とすれば，談話の構造を意識させることもできた。

このような目的であれば改行も意味のあるものとなる。

4．6　プリントを使った文法説明（36：40－45：50

　　　約9分間）

　動詞がbe動詞と一般動詞に分かれ，それには何があ

るか，などを説明したプリントを，Here　you　are．と言

いながら配布。その後，同じプリントを実物投影機でス

クリーンに投影。教師が日本語で．生徒との多少のイン

タラクションも交えて解説しながら空欄を赤ペンで埋め．

それを生徒が黙って書き写す。例文は教師が一度音読し

日本語を確認する。生徒は音読しない。

口評価でぎる点

　声質が良く，堂々と説明している。’

■問題点と考察

　Here　you　are．のareを，／a：／と発音していた。この

局面はまるで学習塾の授業である。「一般動詞」という

文法用語を覚えるのが大切であるという言外のニュアン

スと，適切な日本語訳に到達することが英語学習の目的

であるかのような雰囲気を醸し出している。

　しかし文法用語は，文法学習のためのあくまで補助

手段であり（斎藤・鈴木編，2㎜，p．　91）「be動詞」とか

「一般動詞」とかの用語，ラベルを覚えることは必ずし

も重要ではない。知っておいたほうがゆくゆく便利だ

がこの段階でもっと大切なのは基本的な1　like　一とか

Iplay＿の文を何度も聞き，何度も言い，意味の理解を

ともなって聴覚イメージを耳にしみこませることである。

しかし，この9分間で英語の音声が発せられたのは，教

師が例文を1度ずつ音読した，合計約10秒のみである。

4．7　新出文法事項を使ったライティング（45：50－

　　　50：00約4分間）

　プリントの「書いてみよう1」の箇所を使い，「みな

さんに今日習った，playかstudyかlikeを使って文を

書いてもらおうと思います」「まず上は，私の名前はナ

ニナニです。自分の名前を入れてください。」「次，下の

文はtlikeでもstudyでもplayでも，みなさんがやっ

ている部活動でもいいし，好きな教科があれば，勉強し

ています，とか，チョコレートが好きです，とかいろい

ろ書いてみてください。」と言い，スクリーンには先ほ

どの教師の自己紹介を投影する。が生徒は誰も見ない。

教師は机間巡視する。「わかんない単語とかあったら，

辞書で調べてください。」（この学校では，全員，英和・

和英辞書を買わせている。）約4分間経過したところで，

チャイムが鳴る。「終わっちゃった1」全員書けたかど

うか尋ね，誰も書けていないと申告する生徒がいないの

を確かめて「授業が終わったら提出してください。」

口評価できる点

　なし。

■問題点

　残りあと4分間になった時点でライティングに入った

こと自体が無謀であった。しかも生徒はただの一度も自

分の口から音声を発したことのない単なる文字の連続を，

書き写すという作業をさせられた。音声と文字の対応も

おぼつかない生徒も多かったと思われ，実際に，likeを

ilkeと書いている生徒が観察された。

5．指導前授業の総評

　実習生は堂々としており，音声のトーンは明るく，発

音はモデルとして，いくつかのマイナーな点を除いては，

十分に適切で，生徒とのコミュニケーションはよく取れ

ているように見えた。しかしそれ以外には問題点ばかり

多い授業であった。指導手順のバランスとして「ウォー

ムアップ」に時間をかけすぎたために，肝心の新出文法

事項の導入およびその練習にかけられる時間が少なく

なった。またなによりも，音声を意識させようという姿

勢がなくt視覚的なスペリングや，知識としての文法事

項，訳語としての意味を与えようという姿勢ばかりが強

すぎてt結果的に50分間の中で，生徒が英語の音声を発

したのが，通算で1分間にも満たなかった。静（2009）

は，英語の授業の良し悪しを端的に判定できる1つの物

理的基準が，生徒一人ひとりの発話量であるとしている。

その基準に沿った「静流　英語教師実力テスト4：授業

時間内での生徒の発話時間」（p．106）によるならば．今
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回の授業は10点満点で0点である。

6．指導前授業に対する講評および指導

　上述したように，この授業の直後に約1時間を使っ

て，筆者ら二人が，主として何がどう足らなかったの

か．なぜこの授業は不十分と考えられるのかについて

講評した。さらに，淡路は後日メールで．より効果的に

PowerPointスライドを活用する方法や構成，使えそう

な視覚教材を例示するとともに，生徒の発表活動に至る

指導過程について助言をした。

7．指導後授業

　指導前授業から1週間後，同じ内容の授業を同一クラ

スで実施した。授業の目標等はt指導前授業と同じであ

る。

7．1　あいさつ（00：00－02：00約2分間）

　始業とともに全員起立させて英語であいさつし．天候，

曜日，日付などを英語で確認した。生徒の答えを確認し

た後，それらの語を板書した。

口評価できる点

　あいさつや発問の声は明瞭で，教師の表情も明るい。

生徒たちの様子もよく観察しながら応答していた。基本

的な発音も問題なく，指導前授業で指摘されたHow’s

the　weather？の／z／の脱落も見られなかった。

■問題点と考察

　生徒たちにTwenty－thirdと言わせたとき，多くが

／θ／音が／s／になっていたことについて，何の指摘や指

導もなされなかった。単語を板書する際筆記が遅く，

間延びした。それぞれ発音しながら書いていくべきだっ

た。

7．2　ウォームアップ：Crisscross単語ゲーム

　　　（02：00－08：40約6分間）

　ウォーミングアップとして，全員を起立させた状態で，

スクリーンに映し出されたキューに相当する英語を挙手

して答え，正解した場合は「縦，横，℃nly　me”」を選

択して座ることができるというcrisscross形式の単語

ゲームを行った。

　出されるキューは教科書の既習語についてのもので，

「これ．こちらの人」「彼女は」「〔男性〕～さん，～先

生」「私の」「友達」「先生」「はい，どうぞ」「黄色」な

どの日本語か，ウサギ．公園，デパート，犬などのイラ

ストであった。生徒が正解した後，スクリーンには正解

の語句を提示していた。

口評価できる点

　指導前授業では．これに相当する活動に20分を費やし，

まだ発音もままならない語の綴りを書くというかなり負

荷の高い内容だったが，指導後授業では活動時間は6分

に抑えられ．内容も既習語を口頭で答えるという内容に

なっていた。ゲーム性をうまく活用し，生徒たちは楽し

そうに参加していた。

■問題点と考察

　まず，指導前授業の直後に行われた講評でも指摘さ

れていたことであるが，日本語訳をキューとしていた

ことに関する問題がある。「これ，こちらの人」という

キューに対して，ある生徒は“This　is”と答えた。一方，

「彼女は」に対する正解はSheであった。必要以上に和

英を一対一対応させることは，生徒たちが英語を理解す

る上で好ましくない影響が懸念される。

　次に，音声で解答することを主眼としながら，音声に

対するこだわりが欠けていた。ウサギのイラストに対し

て．英語ではなく日本語のカタカナ語として「ラビッ

ト」と解答したことに対して，発音上のフィードバック

はまったく与えられず，「ピンポ～ン」と正解とされて

いた。発音も正確に言えてはじめて正解とするくらいの

基準でも生徒たちは十分対応できたと考えられる。

　進行上の問題としては，縦3列横6列の配列での

crisscrossは，設定にやや無理があった。実習生もそれ

に気づき，2ラウンドめでは横指定を除外した。

　既に座ってしまった生徒を取り込む工夫も求められた。

実習生は「座っている人も考えてね」と指示していたも

のの．やはり解答者以外の生徒の関わりは薄く，ゲーム

性による盛り上がりの一方で，生徒たちが口にしている

英語の量は少なかった。たとえば．正解確認直後にコー

ラスで復唱するなどの工夫があれば全生徒が口にする

英語量も向上したであろう。

7．3　新出文法事項の導入としての教師の自己紹介

　　　（08：40－10：05　約1分30秒間）

　次の活動に入る前にマグネット式スクリーンやPCを

片付けた後，実習生が英語で自己紹介を行った。スクリ

プトは指導前授業と同一のもので，同じ自己紹介を2回

実演した。

口評価できる点

　指導前授業では，機器の片付けや準備にかなりの時間

を要していたが，今回は非常に円滑に行うことができた。

概ね正確な発音で，しっかりと通る声でにこやかに実演
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していた。指導前授業よりも，ジェスチャーが表現豊か

に，英語の内容をわかりやすくする助けになっていた。

また，指導前授業ではPowerPointスライドを見せなが

ら自己紹介をしていたため，実習生の視線はPCに向け

られていたが．スライドをやめたことによって，教師の

視線は生徒に向けられ，生徒の視線も教師に向けられて

いた。

■問題点と考察

　likeの〃やmusicの／z／にやや不安定なところが

あった。また，指導前授業と同様，わずか2回実演した

だけだったが，視線が向けられていた生徒の表情を観察

し，理解度を測りつつ行っていたかは疑問である。もし

そのような観察をしつつ実演していれば，次のステップ

で自己紹介すべてについて日本語訳を言わせて確認する

必要はないはずである。指導前授業についての考察にも

あるとおり，観察しながら必要な部分を繰り返すなど，

インタラクティブな実演が求められる。

7．4⑳自己紹介の解説（10：05－14：55約4分50秒間）

　次に自己紹介を一文ずつ再演しながら．生徒に日本語

で意味を言わせて内容を確認した。

口評価できる点

　自己紹介中のすべての文について，実習生が言った後

で生徒に日本語訳を言わせ，丁寧に意味内容を確認して

いた。確認終了後，再度自己紹介を通して実演した。

■問題点と考察

　しかし，その丁寧さが災いして，あえて確認する必要

のない部分もすべて日本語で言わせていた。生徒の多く

は，言っていることは概ねわかっている様子であった。

それを改めてすべて日本語で言わせることによって，日

本語にしなければわかったことにならない，という思い

込みを植え付けてしまう危険がある。

　また，指導前授業の同じ手順でも指摘され，指導後授

業の単語ゲームでも見られた，日本語と英語を過度に対

応させようとする態度があった。My　name　is　XYZ．と

いう文について，生徒が「私はXYZです。」と答えた。

それに対して実習生は，「「私は」ではなく，My　narne

isだから．「私の名前は』ですね。」とコメントしてい

た。ここで，問題なのはどのような訳文を作るかではな

く，英語の構造がわかっているかどうかである。単に訳

文を対照することで構造の違いを示すのではなく，英語

自体にフォーカスした説明が必要である。

　さらに，英語を訳語で理解させようとすることによっ

て，playという動詞の多義性についての気づきを促す

好機を逸してしまった。単に「playには「（楽器を）弾

く』という意味と，「（スポーツなどを）する，やる』と

いう意味があります」と説明するのではなく，同じ自己

紹介中に二つの異なる用法が出てきていることを上手に

とらえ，日本語と英語の意味の切り取り方の違いにも気

づかせられるような説明があると理想的である。

　この手順全体の課題としては，実演時の観察に基づい

て説明が必要な部分を取捨選択することと，単に日本語

訳を言わせるだけでなく，より適切で簡潔な方法で生徒

の理解を確認する方法を工夫することである。

7．5　新出語の確認（14：55－19：23約4分30秒間）

　自己紹介に出てきた新出語（name，　like．　stUdy，　play）

について，意味を確認しつつ発音のモデルを示し，生徒

に繰り返させた後で．その綴りを板書に展開しながら，

文字と音の結びつ．きを示した。

口評価できる点

　新語の練習をする際，フラッシュカードを用いて単語

全体をいっぺんに提示して読みを練習するという方法が，

学習者が音と綴りの関係を把握するのに問題の多い方法

だということは淡路（2016）で考察し，教科教育法の授

業でもその点について解説をし，実演もして見せた。指

導後授業ではそれにならい，単語カードを用いず，あえ

て手間のかかる板書で綴りを書き足していく方法で，音

と綴りの関係を示そうと努めていた。

■問題点と考察

　まず，板書の文字が，ビデオ映像ではなく肉眼であれ

ば問題ない大きさだったのかもしれないが，綴りを明確

に示すにはやや小さかった。

　さらに，発音練習はすべて全体でのコーラスで行われ

ており，生徒個別に発音させて確認あるいは必要に応じ

て指導することはなされなかった。

　もっとも改善の余地があったのは，書き足し法の手順

である。Nameという語は，以下のようなやりとりで行

われていたl

　T：（aと板書して）みんなこれ，なんて読む？

　S：「あ」

　T：それ，ローマ字だよね。英語だと？

　S：「エイ」

　T：（aを指して）OK．　repeat　after　me，／ei／．

　S：／ei／

　T：（nを書き足してnaとして）／nei／

　S：／nei／

　T：（meを書き足してnameとして）／neim／
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　S：／neim／

　書き足し法では，いくつかのアプローチを取ることが

できる。上の例のように音節の核となる母音から入るの

であれば，aだけを見せられた生徒は，ローマ字の「あ」

と読んだり，文字名で／ei／と読んだり，あるいは文字

が表す音／ee／と答えるかもしれない。いずれにしても，

ローマ字と英語の区別や，文字名と文字が表す音の違い

に注意を向けるよい機会となる場合もある。問題なのは，

先にnを書き足してnaを読ませ．最後に何の説明もな

くmeを書き足して／neim／と読ませていることである。

トリッキーかもしれないが，次のようなやり方もある：

　T：（aと板書して）みんなこれ，なんて読む？

　S：「あ」

　T：そうだね，ローマ字だと「あ」を表すね。英語だ

　　　と？

　S：「エイ」、

　T：うん，確かにこの文字の名前は，／ei／だね。他に

　　　どんな読み方があったかな？

　S：／a∋／

　T：そうそう，この文字は／aゾという音を表すよね。

　　　じゃ，練習してみよう。／ee／

　S：／ee／

　T：（mを書き足してamとして）これ，知ってるよ

　　　ね？

　S：／a∋m／

　T：その通り。（nを書き足してnamとして）じゃ，

　　　これは？

　S：／neem／

　T：（eを書き足してnameとして）おしまいにeを

　　　つけると，どうだろう？もう，／naem／じゃなく

　　　なるよ。このeがあると．aは／aMではなく．名

　　　前の通りに読みます。どう？

　S：／neim／

　このように，nameやlikeなど，いわゆる「マジック

e」のルールに該当する語を導入するのであれば．語末

のeがどんなはたらきをしているのかに注意を喚起し

ながら導入したい。

　指導後授業では，studyのつづりを次のように提示し

た：

　T：（uと書いて）これは？

　S：／ju：／

　T：／ju：／だよね。でも，　studyに／ju：／という音，

　　　ありますか？

　S：ない。

　T：ないよね。そうなんです。（あいさつで確認した

sunnyという板書を指差して）じゃ，これ，なんて読

む？

　S：Sunny。

　T：そうだよね。ここも，uだよね。これと同じです。

　　　（uを指して）／Mと読みます。（stと書き足して

　　　stuとして）はい，／stA／。

　S：／stA／。

　T：（dyを書き足してstudyとして）これで，　study。

　ここで問題となるのは，stuだけを取り出した場合，／

stA／と読むよりも，／stu：／と読む方が自然であり，実

際にstudentなどではそのような対応となっている。ま

た，dyをいっぺんに書き足したことによって，　dやy

がそれぞれどんな音に対応しているか見えにくくなっ

ている。単語によっては．語の発音ができるという前提

であれば音節の核となる母音から書き足すのではなく，

次のように先頭の音から考えさせるアプローチが効果的

な場合もある。

　T：（studyと発音を確認し，しかしまだ書かず）い

　　　ちばんはじめの音は，何だろう？

　S：／s／。

　T：そうだね。／s／はsと書きます。（sを書く）では，

　　　次の音は？

　S：う一ん，stUdy。／t／？

　T：その通り。／t／はtと書きます。（tを書き足す）

　　　stのあいだに，「ウ」が入らないように注意して

　　　ね。では，次の音は？

　S：study，　study。／∧／？

　T：そう1／ee／ではなく，／A／だね。／ee／はaと

　　　書くけど，／Mはuと書きます。（uを書き足し

　　　て）その次の音は？

　S：／d／？

　T：はい。（dを書き足し，studを指して）では，こ

　　　こまでを読んでみよう。Stud。

　S：StUd。

　T：おしまいの音は何だろう？

　S：／i／？

　T：そう。普通はiと書くけど，単語のおしまいで

　　　は，iの代わりにyが使われます。（yを書き足

　　　して）はい，これで，study。

　次に扱ったplayでは，　ayという二重母音に対応する

つづりを．aとyに分解して提示してしまったが，　ay

は／ei／に対応するつづりのかたまりとして提示しなけ

ればならない。したがって，ay→lay→playと書き足し
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ていくのがよい。

　このような書き足し法で綴りと音を提示することで，

フラッシュカードで単語全体をいっぺんに見せて発音を

繰り返すより，生徒にとっては音と綴りの関係が把握し

やすくなる。しかし．フォニックスや音声学の背景知識

が不足していると，不自然な綴りの切り取り方や，混乱

を招く提示方法に陥りがちである。

　この点は．教職課程担当者である筆者らの反省点でも

ある。カードによるwhole　wordの読み方練習の問題点

や書き足し法の紹介をするだけでなく．フォニックスに

基づいて具体的にどのように書き足していくか，よりき

め細かな指導が必要である。

7．6　コーラスで練習（19：23－21：25約2分間）

　新語の導入と練習の後，実習生自身の自己紹介を，そ

のまま一文ずつコーラスで繰り返して練習した。

口評価できる点

　実習生は，理解の補助となるジェスチャーをつけなが

ら，明瞭な音声と発音でモデルを提示していた。また，

生徒が発音している様子を．耳と目を使ってしっかりモ

ニターし，必要に応じて何度か繰り返すなどしていた。

その結果．生徒が言いよどんだ長めの文については，臨

機応変に分割して指導するなど，柔軟な対応ができてい

た。

■問題点と考察

　everyの／v／や／r／．　musicの／z／，　theの／δ／につ

いて，生徒の間違った発音をモニターによって察知して

いたようであるが，単に繰り返させはするものの，どこ

がどう違うのか，どうしたら正しい発音になるのかとい

う，明示的な指導助言は行われなかった。

　この段階まではすべて音声によるモデルの提示のみで

あった。新出語の綴りを紹介した後であれば，全体のス

クリプトを見せながら練習する方が，生徒への負荷は軽

減でき，次の自己表現活動にも円滑に移行できたかもし

れない。

7．7　語句導入とパタン練習（21：25－36：37約15

　　　分間）

　各自の自己紹介で必要と予想される語句について，ピ

クチャーカードを使って一つずつ意味の確認，発音練習，

Ukeやstudyなどの動詞を使った文のパタン練習を行っ

た。

扱った語句は．教科（En’№撃奄唐撃煤@Japanese，　math，　science，

social　stuclies），楽器（piano，　Violin，　guitar），部活などの

スポーツ（baseball，　softball，　badminton　temis，　ruming，

swimrning）を扱った。　runningとswimmingについては，

playではなくpracticeという動詞を使うことについて注

意を促した。

　ピクチャーカードは，内容を示すイラストの下に単語

が添えられており，意味を確認する際には下の部分を折

り返して生徒に考えさせ，その後に単語を見せながら発

音練習をしていた。

口評価できる点

　生徒の実情に合わせて，必要となる語句を集めて扱っ

ていた。語句だけでなく，動詞と一緒にパタン練習する

ことで，文の中で使用する練習も行った。生徒が必要に

応じて意味や音声，あるいはつづりに集中できるように

ピクチャーカードが工夫されていた。

　ピクチャーカードの貼り方にも工夫が見られ，play

やlikeを使ってほしい語句，　playで表現する語句，

practiceを使うべき語句など．枠で囲みながら示して

あった。

■問題点と考察

　モデルとなる教師の発音についていくつか問題があっ

た。violinのアクセントを第一音節に置いてしまい，ま

たguitarの／ar／が／or：／となっていた，　mathの母音が／ae／

になっていなかった他，Japaneseの第2音節の母音が

脱落し，swimmingのsとwの間に母音挿入が見られ

た。

　指導手順についての問題点は，教師がモデルを示し続

けてしまったことである。特に．パタン練習では，最初

にモデル文を示して以後は，置換すべき語句だけを指示

し，生徒がモデルを反復するのではなく，文を組み立て

るように促すべきであった。

7．8　自己紹介の全体練習（36：37－40：12約4分間）

　「じゃ1回，1個ずつ文で読んでいきたいと思います。

先生は自分のこと言います。みなさんは，先生が言った

後に続いて読んでもらうんですけど，みなさんは自分に

当てはまることを言ってください。」という指示で，各

自の自己紹介をコーラスで練習した。

口評価できる点

　1文ずつ丁寧に練習を繰り返した。

■問題点と考察

　指示は理解していたものの，各自で異なる部分にさし

かかると生徒も戸惑い，声が揃わないだけでなく，声量

も低くなってしまった。また，モデルではitやevery

dayを使った文が含まれていたが，それがなくなり，モ

135



教職課程センター紀要　第2号

デルとは異なってしまっていた。

　これまでの段階でかなり復唱練習はしてきているので，

ここではすべて各自のペースで，バズリーディングのよ

うな形態の練習の方が効果的だったと考えられる。

　練習が十分かどうか教える側が感じ取れていないため

か，やや念を入れすぎた練習が続く。しかも，その練習

のほとんどは単純な繰り返しであった。

7．9　ペア練習（40：12－44：29約4分20秒間）

　「（展開した板書を指して）これ見ながらでいいので．

近所の人に自己紹介をしてみてください。」と指示した

後，ペアを決め，ペアでの自己紹介練習を開始した。実

習生は，生徒が練習する間，机間指導に当たり，必要な

手助けをしていた。

口評価できる点

　机間指導では，生徒の活動をよくモニターし，必要な

訂正や支援を行い，生徒からの質問に対応していた。

■問題点と考察

　練習を始める前に，視線やジェスチャーに関する注意

や，聞く側の視線や相づち，必要なら話し手を助けてよ

いことなどについても意識を持たせる必要があった。ま

た，自分に関する文を生成しなければならない負荷から，

練習時に比べて発音に向ける注意が疎かになりがちなの

で，その点も注意喚起をするべきだろう。

　ヒントとなる板書では，likeとstudyという動詞が隣

り合わせに書かれていたため，“Ilike　stUdy　English。”

のような誤った文を誘発してしまい，いったん練習を止

めて注意をした。この対応自体は適切であったが，動詞

を縦に並べて書いておけばこのような事態は避けられた

かもしれない。

　練習はやや間延びしていた印象もあった。それを改善

するには，時間を区切りt盆踊り形式でパートナーを変

えて複数回練習するなどの工夫が必要だろう。

にした。

　発表中，実習生は板書のキーワードを指し示したり，

ジェスチャーでヒントを出したりしながら生徒の発表

を支援していた。発表後は，それぞれ“Thank　you”

“Good　jobl”とコメントし，拍手を促していた。

口評価できる点

　尻込みする生徒たちから辛抱強く反応を引き出そうと

努力していた。発表中の支援も適切であった。

■問題点と考察

　残り時間が少なくなってきた時点での苦渋の選択だっ

たかもしれないが，発表が2名しかできなかったのは残

念である。そもそも，18名という少人数クラスを活かし

て全員が発表するという目標を立てても．15分もかから

ずに終えることができたのではないだろうか。全員が発

表するという前提なら．当てられるのを静かにやり過ご

そうという態度は出てこない。

　机間指導をしながら，発表できそうな生徒の当たりを

つけておけばもう少し早めに指名に踏み切れていたか

もしれないし，そっと生徒を褒めて発表を促しておけば

挙手につながったかもしれない。

　全員が発表できる時間を捻出するために，これ以前の

段取りの中で，どこに無駄な部分があったか，どこを無

理なく省くことができたか，振り返って検討する必要が

ある。

　ようやく発表にこぎ着けた今回のような状況では難し

いかもしれないが発表後のコメントでは，何か具体

的な改善や努力目標となる項目を入れておきたい。今

回なら，最初の生徒には「Goodl内容は漏らさず言えた

ね。次は，発音とリズムを練習して，もっと英語らしく

言えるようにしてみようね。」，2番目の生徒には「Good

job1発音もしっかりしていました。やるスポーツを二つ

紹介したとき．tooを使うと効果的でしたね。」というコ

メントが考えられる。

7．10　発表活動（44：29－47：47　約3分15秒間）

　「じゃあ，誰か前で自己紹介をやりたいですという方，

いませんか？…Any　vol皿teer？シールもらえたらや

る？（黒板を指して）後ろ見ながらでいいよ。」と呼び

かけ，生徒から発表を募るが，なかなか手が挙がらない。

いろいろ水を向けながら1分半程度待ったが手は挙がら

ず，最終的に2名の生徒を指名して発表させた。

　授業の残り時間が少なくなってきたことを案じてか，

生徒が自信を持てず発表に尻込みしていたためか，発表

時には前には出ず，自席で起立して発表すればよいこと

7．11　まとめ（47：47－50：43約3分間）

　残り時間2分ちょっとの時点で，「今度は，みんな自

分の言った英文を書いてもらおうかな。…本当はもっと

多くの人に発表してもらいたかったのですが，時間なの

で…」と言いながらライティングのワークシートを配っ

た。

　シートには，自己紹介で使った英語の例文がいくつか

出ており，生徒はそれを頼りに自分の自己紹介を書くよ

うになっている。

　配布後，生徒たちはすぐに作業に取りかかっていたが，
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それを中断させるように，実習生はその5つの例文を2

度ずつコーラスで読ませ始め，読み終えた時点でチャイ

ムが鳴った。それでも多くの真面目な生徒たちは黙々と

書く作業を続けていた。

　ワークシートは宿題とし，全員起立させてあいさつを

し，終了した。

口評価できる点

　チャイムが鳴って以降，だらだらと引き延ばさずに，

潔く切り上げた。

■問題点と考察

　授業は計画した時間配分通り展開することは滅多にな

い。特に，終わりの十数分間は，授業の進行や生徒の理

解度．活動の成否などを総合的に判断し．どのように組

み立て直すか，何を諦めて，代わりに何をするか，素早

い判断が求められる。

　今回の授業では，一応ライティングの課題をまとめと

して準備していたが，残り2分強では到底きちんと活動

はできないと判断して見送り，代わりにもう2名程度発

表させることができたのではないか。

　しかも，不安に駆られた実習生は，生徒たちが既に書

く作業を始めているところに割り込むように，例文の

コーラスリーディングを行い，・結局生徒は書く作業に落

ち着いて取り組むことはできなかった。

8．指導後授業の総評

　図1は，指導前と指導後の授業で実施された手順と，

その所要時間を図示したものである。手順名の下に所要

時間が分：秒の形式で示してある。

　指導前授業で問題となった，ウォームアップのゲーム

に時間をかけすぎたことは，指導後授業では時間配分

という観点からは大きく改善されたが（20分から6分），

内容面では，すべての生徒が英語を口にしてウォーミン

グアップするという目的に照らすと課題は残った。また，

準備不足で浪費した時間や，日本語による教師の一方的

な説明に終始していた文法事項の説明も．指導後授業で

はなくすことができた（図1の太点線で囲んだ部分）。

　指導前授業では，せっかく教師自身が英語で自己紹介

を行ったことを活かしきれず，その後は日本語による文

法的な説明や，音声練習を経ていない無理のあるライ

ティングの活動に終始した。何よりも，生徒たち自身が

英語を口にしていた時間が1分足らずだったことが最大

の問題点であった。

　指導の結果，この点は大きく改善され，指導後授業で

は自己紹介のモデル提示の後，様々な方法でステップ

アップしながら自己紹介の音声的な練習が繰り返された

（図1の太実線で囲んだ部分）。その結果，指導後の授業

では，生徒一人あたりの英語発話時間は，少なくとも25

分程度は確保されていた。

　生徒全員が自己紹介を英語で発表することを実現する

には，そこに至るプロセスの無駄を排し，発表時間を捻

出しなければならない。無駄を生んでいる主な原因は，

指導の効果を測りかねて自信が持てず，心配になって何

度もコーラスで復唱させるという悪循環であった。初期

の段階ではモデルの音声に続けて反復することも重要で
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あるが，発表に至る過程では，いかに自分の言葉として

発声するかが重要で．その意味では復唱を徐々に減らし，

発話に近づけていく意識を持って．練習の効率化を図る

必要がある。

9．考察と展望

　当該学生に本論文の草稿を示し，・現時点で改めてふた

つの授業を振り返ってなにを思うかを書いてもらった。

本人の了解を得てここに掲載する。

　「指導前の授業は，やるべきことが全然出来ておらず，

生徒を苦しめるような活動ばかりをしてしまっていたの

だと痛感しました。先生方から音声・発話が大切である

と大学で教わったのにもかかわらず．生徒が混乱しない

ようにbe動詞と一般動詞の違いを教えなければと考え

てしまって，私ばかりが話してしまう授業になってしま

いました。」

　「しかし，そのやり方は生徒に理解してもらうどころ

か分かりづらくつまらない授業となってしまいました。

［授業後は］生徒に英語を発話させる大切さを改めて感

じ，何より生徒に申し訳ない気持ちでいっぱいでした。」

　「指導後の授業では，生徒に発話させることを意識し

て授業ができたと思いますが，まだまだ改善すべきとこ

ろはたくさんあるので，今後どうすれば生徒にとって良

い授業が出来るのか学び続けていきたいです。」

について多くの示唆を得ることができる。

　今後も可能な限り実習校に赴き，大学の教職課程授業

内容と有機的に連動した訪問指導を継続していきたい。
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ケースである。この場を借りて感謝申し上げる。

　大学での教職課程指導教員が実習校に赴いて授業を参

観し，現地で指導教諭協力の下で指導講評を行い，それ

を受けて実習生が授業を再構成して改善に努めることに

より，実習生の授業は大きく変化し得ることを示すこと

ができたと言えよう。

　実習校での指導教諭と大学教員がよい協力関係を組み

実習生の授業改善に当たることで，限られた授業時数の

実習から最大限の学びと経験を引き出すことができるだ

けでなく，大学での授業担当者も今後の授業方法や内容
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